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　「西の魔女が死んだ」と聞いた時、まいは授業中でし
た。お母さんの車で魔女の家へと向かう間、まいは２年
前に魔女、おばあちゃんと過ごした事を思い出していま
した。
　学校に行けなくなったまいは、両親のすすめもあり、１
ケ月あまりイギリス（英国）出身のおばあちゃんと暮らす
ことになったのです。そのうちに、まいは魔女になる修
行を始めることになり…。

  用心棒のバルサは女だてらに短槍（たんそ
う）の腕が立ち、「短槍使いのバルサ」の通り名
を持っています。  ある日川でおぼれた少年を
助けます。その少年は新ヨゴ皇国の第二王子
チャグム。その身に精霊（せいれい）の卵を宿
しているために父王に命をねらわれているので
す。チャグムを守るため、バルサは力をつくし
て…。　「守り人シリーズ」第１作目。

　１学期が終わり、今日も川原で少年野球チーム・ブラッ
ク＝キャットの練習です。万年最下位のチームを良くし
たい勇ですが、６年生の先ぱいともめてしまい、キャプテ
ンの岸さんもやる気のない先ぱいもやめていきます。６
年生の引退でキャプテンになった勇ですが、ピッチャー
の吉野くんもやめると言い出して…。

　ドブネズミのガンバは台所の床下の貯蔵穴に
住んでいます。部屋は清潔で風通しもいいし、
好きなジャガイモもすぐ食べられますので、満
足していました。ある夜、ガンバを友達のマンプ
クが「海に行こう」と誘いに来ました。ガンバは
海を見たことがありません。数日留守にするだ
けだと、一緒に出かけるのですが…。

　エフ博士は、新しいマクラを発明しました。そ
れは、眠っていても勉強ができるようです。試
作品なので英語しか勉強できないが、おそらく
ききめはあるとのこと。試しにとなりの家の主人
が使ってみたのですが…。
　この「新発明のマクラ」のほか、ショート・
ショートの確立者、星新一による３０作を収録。

　狩りで山奥に入った二人の紳士（しんし）は、
案内の猟師（りょうし）ともはぐれてしまい、途方
にくれていると「西洋料理店　山猫亭」を見つけ
ました。ここで何か食べられるだろうと、二人は
中に入りますが、廊下（ろうか）と扉が続いてい
るみょうな家です。各部屋の扉には、「はきもの
の泥をおとしてください」とか「金物類はおいて
いってください」という注文が続いていて…。

  おなじみのアンデルセンのお話。「一つのさやから出た
五つのエンドウ豆」や「おやゆび姫」「はだかの王様」「豚
飼い王子」など、興味深いお話が9つ入っています。
  どれか一つでも耳にしたことはありませんか？

　大みそか、魔術師（まじゅつし）イルヴィツァーは、大地
や川を汚し、病気をはやらせるなどの地獄の魔王（じご
くのまおう）からの命令を行えず、困っていた。そこで、
訪ねてきたティティおばさんとともに魔法のカクテルを作
り始めますが…。
  さあ、命令を果たすことができるのでしょうか？

　ふたごのルイーゼとロッテは両親が離婚（りこ
ん）したことにより、離れ離れになってしまいま
した。
  ある夏、林間学校で一緒になった二人はなん
とかして両親を仲直りさせようとしますが…。は
たして両親は仲直りできるのでしょうか？

　ししゃもを盗んで、魚屋にしつこく追いかけら
れていた黒猫のルドルフは、トラックの荷台に
逃げた時、モップが頭に当たり気絶してしまい
ます。気がつくと、トラックはルドルフの知らな
い大きな街を走っていました。そして、街に降り
立ったルドルフを大きなトラねこが待っていて
…。

　弥（ひさし）は、４年ぶりに夏休みをおばあちゃんの家
で過ごすため、稲荷山行きの電車を待っていました。小
さなホームには弥だけ。と、桜の木の下に女の人が立っ
ています。その人は、弥が稲荷山に向かうと知ると、
鼓ヶ池の妹に手紙を渡してほしいと言い、弥に手紙をお
しつけ、消えるようにいなくなってしまい…。
　不思議な出会いから、弥の夏休みが始まります。
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  「お父さん　なんでぼく　学校に行かなきゃな
らないの　お願い教えてよ」としつこくたずねる
「なんで学校に行かなきゃならないの」など、子
どもたちの気持ちを子どもたちの日常の言葉で
うたった72の詩が入っています。

　1913年、私はフランスの山深いところを歩いていた。そこ
は、草木もまばらで全くのあれ地だった。私はそこで1人の
ひつじ飼(か)いに出会った。彼は、草木もほとんど生えな
い不毛の土地にドングリを植えこんでいた。その次の年、
戦争がはじまり、私も５年間、戦場で過ごした。戦争も終わ
り、あのひつじ飼いと会った場所へ行ってみると…。

　「地球上にせいめいがうまれたときから、いままでのお
はなし」を、「古生代」「中生代」「新生代」「現世」「このご
ろのひとびとの生活」の５まくの劇の形で紹介した絵本
です。おはなしは、「プロローグ」として、生命が生まれる
はるか前、地球が生まれるときからスタートします。それ
から、１まく。舞台は、海の底へ…。

　ウィリーは雪が大好きで、雪の美しさは、どん
なものにも負けないと思っていました。その雪
の美しさを何とかみんなに知ってもらいたいと
考えていました。ある時、顕微鏡（けんびきょう）
つきのカメラを買ってもらい、雪の写真をとるこ
とに成功しました。でも、周りの人は、雪の写真
に見向きもしなかったのです。

　シャーロック・ホウムズとホウムズの親友ワト
ソンくんがイギリスを舞台に大活躍(だいかつ
やく)するお話です。
　この本の中には、『赤毛連盟』『口のまがった
男』『青い紅玉』『まだらのひも』などが入ってい
ます。

　メアリー・ポピンズは桜町通り１７番地バンクス家に
やってきた子どもの世話をするお手伝いさんです。
　メアリー・ポピンズと一緒にいれば、たくさんの不思議
なことに出合います。さあ、バンクス家の子どもたちと一
緒（いっしょ）に不思議な体験をしてみましょう。

　昔、スイスの山奥(やまおく)に住む貧(まず)しい農民た
ちは自分の子どもをミラノの煙突掃除夫（えんとつそうじ
ふ）に売っていたことがあるそうです。
　　この本の主人公ジョルジュもミラノの煙突掃除夫に
売られてしまった子どもの１人です。つらい中でも助け
合うジョルジュとその仲間たちの運命は一体どうなるの
でしょうか。

　ポリアンナは両親と死別（しべつ）し、母親の
妹にひきとられることになりました。ポリアンナ
の明るさと「うれしくなるゲーム」によって、やが
て町中が幸福になっていきます。
　　さあ、あなたもポリアンナから幸せを分けて
もらいましょう。

　水道のじゃ口から落ちた水のしずくは、はじ
めは“糸”をひくように、それからまるい“球”に
なり、少し平たくなって、細長くなって落ちてい
きます。
　雲、雨、雪、氷、水蒸気、さまざまに姿、形を
変える水をたくさん写真とともにわかりやすく紹
介しています。

　一度、噴火（ふんか）すると大きな被害(ひがい)をもた
らす火山。日本にはたくさんの火山があり、噴火に出あ
う可能性(かのうせい)も高くなります。それだけに火山の
ことを知っておくことは大切になってきます。
　でも、難しい…。そんなときは、キッチンにあるもので
実験してみましょう。「スポンジケーキとココアを使った土
石流実験」など、おいしい実験が紹介されています。

  ふだんは、花のミツをすって生活をしているハチ。で
も、子どもを育てる時だけ獲物（えもの）を狩（か）るので
す。それもがんじょうな体をもつゾウムシだったり、自分
よりも何倍も大きいイモムシだったり。その狩りの方法
も、獲物が絶対にくさらない方法なのです。一体、それ
はどんな方法なのでしょうか。
  そして、その方法をだれにも教わらずに行うハチの本
能(ほんのう)の不思議にせまります。

　私たちが毎日食べているお米。このお米が今
の日本の自然や文化を作ってきたのです。森
に池に古墳。それから、お祭り、すもう、奈良の
都。そして、「日本」という国そのものも…
 　日本人とお米が切っても切れないものである
ことがわかる本。


